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「
地
域
材
利
用
推
進
方
向
」
と

　　　　　　　　「
木
材
産
業
体
制
整
備
基
本
方
針
」
を
策
定

施
策
展
開
の
基
本
姿
勢
を
明
示

　
林
野
庁
は
二
月
二
十
五
日
、「
地
域
材
利
用
の
推
進
方
向
及
び
木

材
産
業
体
制
整
備
の
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
都
道
府
県
に
通
知

し
た
。
こ
の
推
進
方
向
及
び
基
本
方
針
は
、「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」（
昨
年
十
月
に
決
定
）
に
定
め
ら
れ
た
木
材
利
用
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
。
特

に
基
本
方
針
で
は
具
体
的
な
数
値
目
標
も
示
し
つ
つ
、
各
部
門
ご

と
に
体
制
整
備
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
都

道
府
県
で
は
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
後
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
各
種
施
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

〈
地
域
材
利
用
の
推
進
方
向
〉

　
基
本
的
な
考
え
方
は
、
地
域
材
の
利

用
推
進
が
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

を
通
じ
て
、
森
林
整
備
の
適
切
化
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
森
林
の
多
面
的
機

能
の
持
続
的
発
揮
に
も
貢
献
す
る
と
い

う
も
の
。
特
に
温
暖
化
防
止
の
面
か
ら
、

木
材
の
利
用
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
こ

と
を
、
①
国
民
へ
の
普
及
啓
発
②
住
宅

へ
の
地
域
材
利
用
の
推
進
③
公
共
部
門

等
に
お
け
る
地
域
材
利
用
の
推
進
④
木

質
資
源
の
多
角
的
利
用
の
推
進
　
　
の

―

―

各
項
目
ご
と
に
提
示
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
住

宅
生
産
者
ま
で
の
関
係
者
が
連
携
し
た

「
顔
の
見
え
る
木
材
で
の
家
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
こ
と
や
、
モ
デ
ル
的
な
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
公
共
部

門
に
お
い
て
地
域
材
の
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

〈
木
材
産
業
体
制
整
備
の
基
本
方
針
〉

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
徹
底
し

た
低
コ
ス
ト
化
や
ロ
ッ
ト
の
確
保
、
品

質
・
性
能
の
明
確
化
な
ど
に
よ
る
「
大

量
消
費
の
市
場
に
向
け
た
取
り
組
み
」

と
、
顔
の
見
え
る
木
材
に
よ
る
家
づ
く

り
を
通
じ
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
製
品
を
供
給
す
る
「
関
係
者
の
連

携
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
二
方
向
の

取
り
組
み
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
選

択
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
素
材
生
産
部
門
に
つ
い
て
は
、
機
械

化
や
合
併
・
協
業
化
、
団
地
化
な
ど
に

よ
っ
て
安
定
供
給
体
制
を
整
備
。
年
間

素
材
生
産
量
が
五
千
k
以
上
の
事
業
体

に
お
け
る
生
産
性
は
、
現
行
（
平
成
十

二
年
）
の
四
・
一
k
／
人
日
を
平
成
二

十
二
年
に
は
五
・
〇
k
／
人
日
に
向
上

さ
せ
る
。

　
加
工
部
門
の
中
で
製
材
に
つ
い
て
は
、

大
量
消
費
市
場
に
向
け
た
取
り
組
み
を

中
心
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①
新
た
な
施
設
の
整
備
や
旧
生
産
体
制

の
再
編
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
②
乾
燥
、

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
設
備
を
整
備

し
た
品
質
・
性
能
の
明
確
な
製
品
の
供

給
③
規
模
拡
大
や
共
同
出
荷
体
制
に
よ

る
供
給
ロ
ッ
ト
の
拡
大
④
乾
燥
コ
ス
ト

の
低
減
⑤
特
色
あ
る
地
域
材
の
供
給
が

可
能
な
場
合
は
、
住
宅
生
産
者
や
消
費

者
と
連
携
し
て
差
別
化
さ
れ
た
製
品
の

供
給
を
推
進
す
る
　
　
な
ど
を
挙
げ
た
。

―

―

ま
た
、
製
材
工
場
の
生
産
性
を
、
現
行

（
平
成
十
一
年
）
の
三
百
六
十
k
／
人

年
か
ら
平
成
二
十
二
年
に
は
五
百
五
十

k
／
人
年
に
向
上
さ
せ
る
。

　
集
成
材
及
び
合
板
へ
の
国
産
材
利
用

量
は
、
平
成
十
一
年
の
そ
れ
ぞ
れ
年
間

三
十
万
k
、
十
四
万
k
を
、
平
成
二
十

二
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
百
九
十
万
k
、

百
十
万
k
に
向
上
さ
せ
る
。

　
原
木
流
通
に
お
い
て
は
、
原
木
市
場

の
整
理
・
統
合
に
よ
る
大
規
模
化
に
よ

っ
て
、
原
木
市
場
の
機
能
の
向
上
を
推

進
す
る
。

　
製
品
流
通
に
お
い
て
は
、
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
を
重
要
な
拠
点
と
位
置
付
け
、

情
報
提
供
機
能
な
ど
を
高
度
に
活
用
す

る
。
製
品
市
場
は
ス
ト
ッ
ク
機
能
や
与

信
管
理
機
能
を
活
か
し
た
総
合
的
な
住

宅
資
材
の
供
給
基
地
と
し
て
の
方
向
を

目
指
す
。
卸
売
・
小
売
は
情
報
発
信
・

提
供
能
力
を
活
か
し
て
商
流
を
分
担
す

る
方
向
を
一
層
推
進
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
材
関
連
業
者
に
よ
る

大
規
模
な
団
地
的
取
り
組
み
の
推
進
や
、

価
格
や
流
通
過
程
の
透
明
性
の
確
保
、

企
画
・
認
証
等
の
導
入
・
見
直
し
な
ど

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
面
　　「
地
域
材
利
用
推
進
方
向
」
、

　　　　　　「
木
材
産
業
体
制
整
備
基
本
方
　　

　　　　　　針
」
策
定
　　　

二
面
　　木
と
暮
ら
す
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　　

　　　　　　製
材
J
A
S
規
格
の
一
部
改
正

　　　　　　住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

三
面
　　

四
面
　　製
材
J
A
S
マ
ニ
ュ
ア
ル
　

　　　　　　景
況
調
査
　



横
　　浜
　　会
　　場

大
　　阪
　　会
　　場

　　　　木
と
暮
ら
す

　　　　　　　　　　　　　　　　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
２
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晴
天
に
恵
ま
れ
、
横
浜
・
大
阪
会
場
と
も
来
場
者
が
殺
到

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
木
と
暮
ら
し
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
今
、
だ
か
ら
、
地
域
材
で
居
住
空

間
を
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
〜
も
の
づ
く
り
、
人

づ
く
り
、
人
の
輪
づ
く
り
」
が
同
会
場

二
階
で
開
催
さ
れ
た
。

（大阪会場）ドーム球場内のフェア全景

（横浜会場）清水国明氏のトークショウ

三
月
一
日
か
ら
施
行

法
と
し
た
が
、
未
仕
上
げ
材
は
標
準
寸

法
と
し
た
。
た
だ
し
、
設
計
計
算
に
よ

り
必
要
と
さ
れ
た
寸
法
で
、
構
造
用
と

し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
寸
法
は
認
定

寸
法
と
し
て
認
め
る
。
寸
法
の
種
類
は
、

従
来
は
木
口
の
短
辺
に
対
応
す
る
長
辺

と
の
寸
法
で
、
最
小
16
a
か
ら
最
大
360

a
ま
で
で
あ
っ
た
も
の
に
390
a
を
追
加

し
て
、
断
面
寸
法
は
百
二
十
九
種
類
か

ら
百
三
十
八
種
類
と
な
っ
た
。

　
③
仕
上
げ
材
と
未
仕
上
げ
材
ご
と
に

含
水
率
の
基
準
を
設
け
た
（
表
②
）。乾

燥
処
理
を
し
て
も
寸
法
調
整
を
し
て
い

な
い
未
仕
上
げ
材
は
、
建
築
時
等
に
は

寸
法
の
再
調
整
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
未
仕
上
げ
製
材
と
位
置
付
け
、
含
水

率
も
特
に
二
五
％
が
残
さ
れ
た
。

　
④
寸
法
許
容
差
の
基
準
は
、
従
来
は

　　針
葉
樹
構
造
用
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
部
改
正

　
全
木
連
は
、
三
月
二
・
三
日
に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
、
同
月
九

・
十
日
に
は
大
阪
ド
ー
ム
球
場
で
「
木
と
暮
ら
す
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
２
」
を
開
催
し
た
。
両
会
場
と
も
大
盛
況
で
、
来
場
者

は
思
い
思
い
に
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
会
場
に
は
二
日
間
で
二
万
人
弱
の
浜

ッ
子
が
訪
れ
た
。

　
初
日
は
正
午
開
場
。
開
会
式
で
は
主

催
者
を
代
表
し
て
全
木
連
庄
司
会
長
代

行
が
、
ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
林
野

庁
米
田
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

初
日
の
開
場
時
間
は
午
後
七
時
ま
で
、

二
日
目
は
午
前
十
時
開
場
、
午
後
五
時

ま
で
で
あ
っ
た
が
、
両
日
と
も
終
日
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
出
展
者
は
四
十
団
体
。
二
日
間
を
通

じ
て
ひ
と
き
わ
人
気
を
呼
ん
だ
の
が
自

然
派
タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
氏
参
加
の

「
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ラ
イ
フ
コ
ー
ナ
ー
」
や

　
会
場
に
は
目
標
の
二
万
五
千
人
を
大

幅
に
上
回
る
三
万
三
千
人
の
浪
速
っ
子

が
訪
れ
、
ド
ー
ム
球
場
が
狭
く
感
じ
ら

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
大
阪
会
場
は
全
国
森
林
組
合
連
合
会

と
の
共
催
で
「
森
林
と
木
と
人
と
暮
ら

し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
銘
打
っ
て

開
催
し
、
全
木
連
関
係
は
二
十
三
団
体

が
出
展
。

　
開
会
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
全

森
連
飯
塚
会
長
と
全
木
連
中
谷
近
畿
支

部
長
が
挨
拶
、
さ
ら
に
来
賓
を
代
表
し

て
元
農
林
水
産
大
臣
・
谷
洋
一
衆
議
院

議
員
、
林
野
庁
加
藤
長
官
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
た
。
開
場
時
間
は
初
日
が
午
前

十
時
〜
午
後
五
時
、
二
日
目
は
午
前
十

時
〜
午
後
四
時
。
二
日
間
と
も
常
に
来

場
者
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
大
盛
況
で

あ
っ
た
。

　
大
阪
会
場
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
浜
村

淳
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
、
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
龍
騎
シ
ョ
ウ
、
も
く
も
く
サ
イ
エ
ン

ス
に
人
気
が
集
中
し
た
。

　
ま
た
、
木
と
暮
ら
し
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
快
適
な
住
ま
い
と
は
何
か
…
木
の

家
を
ど
う
つ
く
る
か
を
考
え
る
」
は
オ

ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
よ

り
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
し
、
好
評

を
博
し
た
。

　
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
も
大
人
気
で
、
こ
れ
ま
で
三
会
場
で

展
示
さ
れ
て
き
た
プ
レ
カ
ッ
ト
材
に
よ

る
木
造
軸
組
住
宅
の
入
札
が
先
頭
を
切

っ
て
行
わ
れ
、
大
阪
在
住
の
男
性
が
落

札
し
た
。

　
来
場
者
は
総
じ
て
「
来
て
良
か
っ
た
。

元
気
が
出
た
」「
木
の
世
界
に
浸
り
癒
さ

れ
た
」
と
、
木
に
触
れ
、
木
と
楽
し
み
、

木
に
学
ぶ
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
異
口

同
音
に
語
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
出
展
団
体
の
関
係
者
は
出
展

物
の
説
明
を
通
じ
て
健
康
と
木
材
、
環

境
と
木
材
等
に
つ
い
て
も
熱
心
に
来
場

者
に
語
り
か
け
て
い
た
。

　
「
針
葉
樹
の
構
造
用
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
」
が
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
一
部

改
正
さ
れ
、
今
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通

り
。

　
①
乾
燥
材
で
寸
法
仕
上
げ
が
さ
れ
た
、

需
要
者
が
直
ち
に
使
用
可
能
な
「
仕
上

げ
材
」
と
、
乾
燥
材
で
あ
っ
て
も
挽
き

立
て
寸
法
の
ま
ま
で
あ
り
、
寸
法
調
整

等
の
た
め
表
面
切
削
等
を
行
う
必
要
が

あ
る
「
未
仕
上
げ
材
」
と
に
構
造
用
製

材
を
区
分
す
る
こ
と
に
し
た
（
表
①
）。

　
②
仕
上
げ
材
は
従
来
ど
お
り
規
定
寸

仕上げ材

未仕上げ材

構造用製材のうち、乾燥処理を施

した後、材面調整を行い、寸法仕

上げされたものをいう。

構造用製材のうち、乾燥処理を施

した後、寸法仕上げをしないもの

をいう。

仕上げ材

未仕上げ材

含水率による区分 含水率

SD15

SD20

D15

D20

D25

15％

20％

15％

20％

25％

表①「仕上げ材」「未仕上げ材」の定義

表②　含水率の基準
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　つきましては、お客様の誤解や無用の不安を取り除き、的確な情報に基づいてお客様が安心して公庫融資をご利用いた

だけるよう、お客様に対する住宅ローンの説明の際には、是非、ご活用いただきますよう宜しくお願い申し上げます。 

　なお、当公庫では、このような不安にお答えするため、チラシ『えっ、公庫が廃止？住宅金融公庫トラの巻』を作成すると

ともに、同内容を公庫ホームページにも掲載いたしております（URL http://www.jyukou.go.jp/tiger/index.htm）ので、併

せてご活用いただければ幸いです。 

（住宅金融公庫からのお知らせ）  

◎お客様から寄せられてくるよくあるご質問◎ 

その１…えっ、公庫が廃止されて、もう融資は受けられないの？ 

その2…えっ、今返済している公庫のローンはどうなっちゃうの？ 

お答えします…大丈夫、ご安心下さい！ 

現在ご返済中の方も、これからお借り入れいただく方も、公庫廃止後のご返済は、新たに設立される公的な機関（独立行政法
人）へ引き継がれます。 
引継の際、お客様にご負担はおかけしませんし、金利などの返済条件も一切変わりません。 
また、万一ご返済が苦しくなったときの返済条件変更（返済期間の延長、一定期間の元金返済据置き）などのご相談も親身に
お受けいたしますので、安心です。 

お答えします…大丈夫、ご安心下さい！ 

お客様が、いま、公庫をご利用いただくことに、何の問題もありません。 
５年以内に公庫が廃止されても、その間にお約束したご融資については確実に実行してまいりますので、安心してご利用下さい。 
公庫が廃止される際、新たな公的な機関（公庫ローンを引き継ぐ独立行政法人）が設立されます。新たな機関が新規のご融資
を行うかどうかは、その設立の際、民間金融機関が公庫のように長期・固定ローンを職業などによらず幅広く安定的に提供し
ているかどうかなどを勘案して決められます。民間住宅ローンの状況を見極めながら、国民の皆様のご期待に応えられるよう
適切な対応がなされます。 

全　　　木　　　連　　　時　　　報
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乾
燥
材
は
90
a
を
境
に
二
区
分
、
未
乾

燥
材
は
36
a
未
満
と
以
上
、
90
a
未
満

と
以
上
の
三
区
分
と
し
て
い
た
が
、
改

正
規
格
で
は
75
a
を
境
と
し
た
二
区
分

と
し
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
精
度
は
認
め

な
い
こ
と
と
し
た
（
表
③
）。

　
⑤
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
の
材
面
の
基

準
を
表
④
の
よ
う
に
改
め
た
。
従
来
の

規
定
は
、
成
長
が
特
段
に
良
い
木
材
や
、

髄
の
部
分
を
多
く
含
む
木
材
の
強
度
が

低
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
除
く
目
的
で
設

け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
ジ
ア
ー

タ
パ
イ
ン
は
強
度
実
験
の
結
果
か
ら
、

髄
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
部
分
で
あ
れ

ば
、
年
輪
幅
が
あ
る
程
度
広
く
て
も
強

度
は
低
下
し
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
枠
組
壁
工
法
構

造
用
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
と
同
じ
扱
い

に
す
る
た
め
に
改
正
し
た
。

　
⑥
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
単
位
を
現
行

3 規
格
の
103
o
f
／
f
単
位
か
ら
、
国
際

単
位
に
統
一
す
る
た
め
G
p
a
ま
た
は

10
Ｎ
／
e
に
改
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
針
葉
樹
の
下
地
用
製
材

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
も
含
水
率
規
定
か
ら
二

五
％
を
削
除
し
て
一
五
％
及
び
二
〇
％

と
し
、
寸
法
の
許
容
差
も
マ
イ
ナ
ス
精

度
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　◇

　
乾
燥
後
に
四
材
面
を
挽
き
直
し
、
寸

法
や
材
面
を
調
整
し
て
高
品
質
製
品
を

製
造
す
る
製
材
工
場
の
な
か
に
は
、
従

来
の
寸
法
固
定
や
許
容
寸
法
誤
差
で
は

製
品
基
準
と
し
て
の
適
用
が
難
し
い
と

訴
え
る
工
場
が
比
較
的
多
か
っ
た
。
ま

た
、
乾
燥
材
の
基
準
も
従
来
の
規
格
で

は
必
ず
し
も
実
情
に
合
わ
な
い
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
乾
燥
に
伴
う
寸

法
変
化
と
寸
法
基
準
の
関
係
を
整
理
す

る
必
要
も
あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
は
こ

の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ

た
も
の
。

表示された寸法と測定された寸法との差区　　　　　　　　分

仕上げ材

未仕上げ材

未乾燥材

75未満

75以上

75未満

75以上

75未満

75以上

＋1.0～　　　　　　－0

＋1.5～　　　　　　－0

＋1.0～　　　　　　－0

＋1.5～　　　　　　－0

＋2.0～　　　　　　－0

＋3.0～　　　　　　－0

＋制限無し～　　　　　　－0

甲種構造材

乙種構造材

構造用Ⅰ

構造用Ⅱ

髄の中心から半径50㎜以内の部分の年輪
界がないこと。(全等級）

木口の長辺が240㎜
未満のもの（全等級）

木口の長辺が240㎜
以上のもの（全等級）

髄の中心から半径50㎜以
内の部分の年輪界がない
こと。

木口の長辺に係る材面にお
けるりょう線から材面の幅
の1/3の距離までの範囲に
おいて、髄の中心から半径
50㎜以内の部分の年輪界が
ないこと。

材　　　　長

構造用Ⅱの基準に同じ

表③　寸法の基準

表④　ラジアタパインの材面の基準

木口の短辺

及び木口の

長辺



 

お役に立ちます林業信用保証  
造林・育林業（※）、素材生産業、製材業、薪炭生産業、林業種苗生産業、きのこ生産業、 
木材卸売業を営む方々、木材市場開設者を対象に事業資金の債務保証を行います。 
詳しくは、当基金、都道府県林務担当課、関係団体の当基金相談員、もよりの金融機関へ 
お問い合わせ下さい。（※　平成12年10月からの新規対象） 

林材業専門の保証機関  

農 林 漁 業 信 用 基 金  
後　楽　事　務　所（林業部門） 
　　副理事長　　　　橋　　　勲 

〒112-0004　東京都文京区後楽1-7-12（林友ビル5階） 
　　　　　　TEL 03（3813）5371　FAX 03（3812）8842 
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.mmjp.or.jp/kikin 
　　　　　　メールアドレス　kanrisitu@tokyo.email.ne.jp 

全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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　　Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び

　　平
成
十
五
年
六
月
か
ら
の
新
し
い
J

A
S
制
度
の
本
格
的
適
用
、
さ
ら
に
は

建
築
基
準
法
の
性
能
規
定
化
、
品
確
法
、

消
費
者
契
約
法
等
へ
の
対
応
に
向
け
、

全
木
連
で
は
、
こ
の
た
び
「
〜
木
材
新

時
代
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
時
代
〜
わ
か
り
や
す
い

品
質
・
性
能
・
表
示
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
Ａ

四
版
・
二
色
刷
り
・
六
〇
ペ
ー
ジ
）
及

び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
木
材
の
新
し
い
常

識
」（
Ｂ
五
版
・
三
色
刷
り
・
六
ペ
ー
ジ
）

を
作
成
し
、
会
員
に
配
布
し
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
来
年
六
月
十
日
か

ら
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

日
か
ら
改
正
規
格
が
施
行
さ
れ
た
針
葉

樹
の
構
造
用
製
材
等
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
特

徴
で
あ
る
乾
燥
、
寸
法
、
強
度
等
を
明

確
に
図
解
し
て
い
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
全
木
連
企

画
部
ま
で
。

　　　　　　　　　　　　Ｊ
Ａ
Ｓ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

ト
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
必

要
性
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
と
し
て
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
品
の
生
産
・
供
給
に
向
け
て
取

り
組
む
う
え
で
必
要
な
事
柄
を
ま
と
め

た
も
の
。

　
内
容
は
、
①
針
葉
樹
の
構
造
用
製
材

の
日
本
農
林
規
格
に
つ
い
て
の
見
直
し

及
び
一
部
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
②
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
品
の
ニ
ー
ズ
と
使
い
方
の
ポ
イ

ン
ト
、
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
生
産
・
普

及
促
進
の
た
め
の
対
策
、
④
Ｊ
Ａ
Ｓ
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
。

　
一
方
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
三
月
一

2月分集計表

増加24％（20）
増加16％（13）
上昇　6％（　5）
上昇17％（14）

変わらず36％（29）
変わらず40％（33）
変わらず74％（61）
変わらず68％（56）

減少40％（33）
減少44％（36）
下降20％（16）
下降15％（12）

増加35％（28）
増加31％（25）
上昇　6％（　5）
上昇15％（12）

変わらず48％（39）
変わらず45％（37）
変わらず84％（69）
変わらず74％（61）

減少18％（15）
減少24％（20）
下降10％（　8）
下降11％（　9）

22％（15）
　9％（　6）
20％（13）
　4％（　3）
　8％（　5）

67％（46）
79％（51）
66％（42）
56％（38）
69％（44）

11％（　8）
12％（　8）
14％（　9）
40％（27）
23％（15）

51％（38） 48％（35） 1％（　1）
モニター数114　　回答数67　　回収率59％

モニター数131　　回答数82　　回収率63％

増加16％（11）
増加16％（11）
上昇　3％（　2）
上昇10％（　7）

変わらず42％（28）
変わらず32％（21）
変わらず73％（49）
変わらず66％（44）

減少42％（28）
減少52％（35）
下降24％（16）
下降24％（16）

増加36％（24）
増加28％（19）
上昇　6％（　4）
上昇10％（　7）

変わらず48％（32）
変わらず52％（35）
変わらず79％（53）
変わらず76％（51）

減少16％（11）
減少20％（13）
下降15％（10）
下降14％（　9）

40％（15）
10％（　2）
29％（10）
　4％（　2）

47％（18）
76％（16）
53％（18）
62％（31）

13％（　5）
14％（　3）
18％（　6）
34％（17）

87％（20） 13％（　3） 　0％（　0）

　　　　全
木
蓮
は
、
こ
の
た
び
木
材
P
R
活

動
の
一
環
と
し
て
木
材
に
関
す
る
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
七
種
類
）
を
作
成
し
、

実
費
頒
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
全
木
連
総
務
部
庶
務
課
ま
で
。

　　木
材
に
関
す
る
各
種

　　　　パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
実
費
頒
布


